
京都市交通局管理規程第２０号 

 京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を改正する規程を公布する。 

  平成２８年３月３１日 

京都市公営企業管理者   

交通局長 西村 隆   

   京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を改正する規程 

 京都市高速鉄道旅客運賃条例施行規程の一部を次のように改正する。 

 第３条第４号を次のように改める。 

   指定学校 次に掲げる学校又は教育施設 

  ア 学校教育法第１条に規定する学校 

  イ 第２８条各号のイに規定する学校又はウに規定する教育施設で，管理者が各号ア

と同等と認め，通学定期券を発売する学校又は教育施設として指定したもの（以下

「発売学校」という。） 

 第２３条第１項中「小学校」を「小学校，義務教育学校（前期課程に限る。）若しくは特

別支援学校（小学部に限る。）（以下「小学校等」という。）」に改め，同条第２項中「小学

校」の右に「等」を加える。 

 第２６条第１項第１号中「介護者１人」の右に「(車いすを使用する身体障害者の介護者

にあっては，３人までとする。)。」を加える。 

 第２８条第１項第２号中「通学するため，同一の」を「同一の」に改め，同号ア中「第

４学年又は第５学年」を「第１学年から第３学年までを除く。」に，「在学」を「通学」に

改め，同号イ及びウ中「在学」を「通学」に改め，同項第３号中「通学するため，同一の」

を「同一の」に改め，同号アを次のように改める。 

  ア 学校教育法第１条に規定する中学校，義務教育学校（後期課程に限る。），高等学

校，中等教育学校，特別支援学校（中学部又は高等部に限る。）又は高等専門学校

（第１学年から第３学年までに限る。）に通学する者 

 第２８条第１項第３号イ及びウ中「在学」を「通学」に改め，同項第４号中「通学し，

又は通学するため，同一の」を「同一の」に改め，同号アを次のように改める。 

  ア 学校教育法第１条に規定する幼稚園，小学校，義務教育学校（前期課程に限る。）

若しくは特別支援学校（幼稚部又は小学部に限る。）に通園し，又は通学する者 

 第２８条第１項第４号イ中「在学」を「通学」に改める。 



 第２８条の次に次の１条を加える。 

（発売学校の指定手続等） 

第２８条の２ 第３条第４号イに定める発売学校の指定にかかる手続等については，京都

市乗合自動車旅客運賃条例施行規程第２８条から第３６条までの規定を適用する。 

 第３０条第１項第１号中「又は保育所の教職員又は付添人」を「，保育所又は幼保連携

型認定こども園の教職員又は付添人」に，「へき地の小学校及び中学校」を「小学校，中学

校，義務教育学校又は中等教育学校（前期課程に限る。）」に，「及び生徒」を「又は生徒」

に，「市町村教育委員会」を「，市町村教育委員会」に改め，同条第２項第１号中「若しく

は保育所」を「，保育所若しくは幼保連携型認定こども園」に改め，「小学校」の右に「等

の」を加える。 

 第５７条第２項第１号中「保育所の代表者」を「保育所又は幼保連携型認定こども園の

代表者」に，「又は保育所」を「，保育所又は幼保連携型認定こども園」に改め，同条第３

項中「又は保育所」を「，保育所又は幼保連携型認定こども園」に改める。 

 第６９条第１項中第１０号を第１１号とし，第９号の次に次の１号を加える。 

   乗車開始後の乗車券を他人から譲り受けて使用した場合 

   附 則 

 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

（交通局営業推進室） 


